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　中国山地の山間にある奥出雲地域は，約400年前の江戸時代から明治にかけて日本古
来の製鉄法「たたら製鉄」が盛んに行われ，鉄を産出してきました。かつては原料の砂
鉄を採取するため，鉄

かん

穴
な

流しという採掘技術で山々を切り崩し，採掘のために導いた水
路やため池を再利用し，計画的に水田開発を行ってきました。また，燃料の木炭は，森
林資源を枯渇させないよう30年周期で輪伐管理し，森林の水源涵

かん

養
よう

機能を維持しながら
持続的な農林業が営まれてきました。
　今日でも，森林の循環利用により水資源を確保し，町内で飼養される和牛の排せつ物
を完熟堆肥にして水田に施用する昔ながらの米づくりが行われており，仁

に

多
た

米
まい

，奥出雲
和牛，ソバ，シイタケなどのキノコ類の産地となっています。
　たたら製鉄の営みを通して，資源を無駄なく利用する循環型農業，農文化や生物多様
性，棚田のランドスケープ（景観）などが評価をされ，2019年２月に「たたら製鉄に由
来する奥出雲の資源循環型農業」として日本農業遺産に認定されました。先人が築き上
げた資源循環型農業を守り，未来へつなげていく取り組みを進めてまいります。
� （写真および文　奥出雲町農業遺産推進協議会事務局　谷山　貴宣）

表紙写真説明：シリーズ日本農業遺産

砂鉄採取跡地に開かれた棚田景観（島根県仁多郡奥出雲町）
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